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1 研究の背景と目的 

家庭から年間約 100 万トン排出される衣服のリユース・リサイクル率は 20 %程度で、

不要な衣服の多くが焼却処分されている1。また家庭内には、消費者の衣服に対する好みの

変化などの心理的要因により使用可能な衣服が多く退蔵されている2,3。ファストファッシ

ョンによる衣服の供給過剰や大量な使い捨て4、生産段階における過酷な労働条件5、資源

の大量消費や化学物質汚染などの問題6が発生していることを鑑みると、廃棄退蔵されてい

る衣服をリユース品として有効活用することは廃棄物問題のみならず社会・環境問題の解

決にも資すると考えられる。 

衣服のリユースは、古着のリユース市場への排出と購入の２つの行動が揃って初めて実

現されるが、古着への抵抗感、行動の手間、機会や方法の認知不足などの排出面と購入面

の双方の阻害要因が存在している。しかしながら、近年ではネットオークションやフリマ

アプリで古着を売買する（以下、「ネット型リユース」という。）消費者が、特に若い女性

を主体として増加している7。ネット型リユースは時間や場所を問わず消費者同士がネット

上で不用品を取引できるサービスであり、従来型のリユースにおける排出面と購入面の両

方の阻害要因を解消あるいは低減できる可能性がある。しかしながら、ネット型リユース

に関する利用者の不要衣服廃棄意識や行動実態は十分に明らかにされていない。また、古

着の排出と購入の双方のリユース行動を考慮した行動要因分析は行われておらず、リユー

スを行う人々の属性や一連の行動における心理要因のメカニズムを示した知見は少ない。 

そこで本研究では、先行研究で示された行動要因を整理し新たにネット型リユースを考

慮した不要衣服の①廃棄行動要因モデル及び②リユース行動(排出・購入)要因モデルを構

築することで、消費者の不要衣服廃棄行動を明らかにすることとした 

 

2 方法 

2.1 先行研究レビューと行動要因モデルの構築 

不要衣服の退蔵・廃棄と古着の購入、及び環境配慮行動に関する先行研究レビューによ

り行動要因の整理を行い、既存の意識行動モデルの問題点を把握した。その後、衣服の廃

棄・リユース行動とそこにおけるネット型リユースの利用経験の影響を明らかにするため

の行動要因の仮説モデル①廃棄行動要因モデル、②リユース行動要因モデルを構築した。 

モデル①では、先行研究で個別に示された不要衣服の退蔵や廃棄行動選択に関する各規

定因の影響を網羅的かつ定量的に分析する。抽出された要因は表１の通りであり、[退蔵す

る、排出する]、[各廃棄手段(廃棄処分・リユースショップでの下取り・ネット型リユース

で出品・リメイク・譲渡)を選択する、選択しない]を被説明変数とした二項選択モデルを

ロジット分析により構築した。「地域」「車の有無」はリユース手段へのアクセス可能性を

表す要因であり、廃棄行動変容要因になり得ることが示されている「行動経験8」や行動に

関する「情報への接触9」要因を加味し、ネット型リユースの利用経験要因を設定した。 

モデル②では、アンケート調査による実態把握が行われているのみである古着の排出と

購入について意思決定要因を明らかにする。衣服の廃棄行動における環境問題に関する意

識の影響が示唆されているが衣服リユース行動に環境配慮行動モデルを適用した研究はさ

れていない。本研究では図 2 の通り、合理的意思決定を説明した環境配慮行動の二段階モ

デル10に衣服のリユース行動における感性的な要因として「もったいない情動・態度11」と
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「古着価値評価12」を加え (図 2,破線部分) 新たにモデルを構築した。図 2 の色付きの要

素を排出行動に変えて、同様に排出行動モデルを構築した。「周囲リユース経験」は社会

規範評価の一部だが、態度と行動への影響13が明らかにされており、目標意図と行動意図

への影響を仮定した。ネット型リユースの利用における意識の差異を捉えるために、従来

モデルにおける費用便益評価と実行可能性評価を細分化し、共分散構造分析を行った。 

     

図 1 廃棄行動選択要因        図 2 リユース行動要因モデル（購入）   

 

2.2 アンケート調査 

消費者のネット型リユースの利用状況の把握及び上記モデルの分析データの取得のため

に、(1)ネット型リユース利用状況、(2)不要衣服の所有状況とその処分方法、(3)衣服と

廃棄物に関する環境問題及びリユース行動に関する意識・関心の 3 部構成からなるインタ

ーネットアンケート調査を実施した。調査対象者はネット型リユースで衣服を売買する主

要層である 10～20 代、30 代、40 代の女性とし、調査地域はフリマアプリ利用者の 94%

が利用しているメルカリへの出品数と中古品小売業の店舗数を元に、東京都（多様なリユ

ース手段にアクセス可能な地域として）と滋賀県と和歌山県（従来のリユースショップで

のリユース機会が少ないもののネット型リユースの利用によってリユース意識が向上して

いる可能性のある地域として）を選定した。年齢区分、地域、ネット型リユースの利用経

験（現在利用、過去に利用、利用無し）について均等割付を行い 1854 の回答を得た。 

 

3 結果と考察 

3.1 不要衣服の廃棄行動選択要因とネット型リユースの利用経験の影響 

まず、不要衣服の所有状況とその不要理由の把握をアンケートにより行った結果を述べ

る。1 年間で 1 度も着用しなかった衣服(=不要衣服)がある回答者は 72.4 %であり、その理

由は衣服自体の物理的劣化よりも所有者の「着る機会がなくなった(84.4 %)」「流行遅れだ

と感じた(65.7 %)」「好みではなくなった(58.8 %)」などの価値的な劣化によるものが多か

った。家庭における不要衣服のリユース品としての排出可能性の高さを確認できた。 

次に、不要衣服の廃棄行動要因モデルを用いた分析の結果を表１に示す。表中の値は、

各モデルの選択肢 1 を選定することに対して説明変数となる要因の偏回帰係数（*は有意

水準）である。正の値であれば選択肢 1 に対して正の相関がある。また、説明変数のうち

「e-リユース」と付記したものはネット型リユースの利用状況に関する変数である。手放
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し行動（model 1）に対するネッ

ト型リユースの利用経験の影響

についてみてみると、「現在利

用」している場合には衣服の手

放し行動に正の影響があり、さ

らに「出品経験」があることで

手放し行動が選択される傾向が

高まる結果となった。すなわ

ち、不要衣服の退蔵が起こりに

くくなる。また、廃棄処分行動

への影響(model2)は、「現在利

用」「出品経験」に加えて「過

去利用」の経験がある場合に廃

棄処分をする選択に負の影響が

あった。利用経験があることで

廃棄処分以外の有効利用方法を

考慮する傾向にあるといえる。

model3 では、「過去利用」の

経験がある場合はリユースショ

ップでの下取り行動が選択され

る傾向にある一方で、ネット型

リユースにおける「出品経験」

がある場合は廃棄方法としてリ

ユースショップでの下取りは選

択されにくいことが示された。

また、リユースショップへのアクセス手段として車を所有している利便性からリユース行

動がされやすくなることが既存研究で示されているが、本研究では車利用によるリユース

ショップ利用機会の増加傾向はみられなかった。最後に、ネット型リユースでの出品行動

(model4)は、「現在利用」「出品経験」及び TV でネット型リユースに関する CM 等をみた

という「TV 情報」が行動選択要因であり、また「年齢」が負の値であることから若年層

ほどネット型リユースを利用する傾向にあることが示された。この他、アンケート結果か

らは、現在ネット型リユースを利用している人は「収入を得られる(84.5%)」および「リユ

ースショップよりも高く売ることができる(88.8%)」という収入面での理由で出品している

割合が高く、この傾向は若年層ほど強いことが示された。ロジット分析の結果と併せて、

出品経験が多い若年層ほどリユース品の排出による収入を目的として行動し、リユースシ

ョップでの下取りや譲渡は選択しないと考えられる。また、過去にネット型リユースを利

用していた人は、アンケートの結果からネット上取引における手間などの理由からネット

型リユースの利用をやめていることが示されているが、不要衣服の退蔵と廃棄処分行動が

抑制されネット以外のリユース手段の利用が促進されていることが示された。 

 

3.2 衣服のリユース行動要因とネット型リユースの利用経験の影響 

続いて、消費者が不要衣服の廃棄方法としてリユース品として排出する、および古着を

購入するという衣服リユースに係る 2 つの行動の意思決定要因を、ネット型リユースの利

用経験の有無の回答者集団に分けて分析した結果を示す。図中において、パスの標準化係

数はいずれも p<0.05 で有意であり、誤差変数の記載は省略している。古着の排出行動モ

デルの分析結果を図 3 に示す。古着の排出行動では、ネット型リユースの利用経験がある

集団は無い集団に比べて、もったいない情動、対処有効性認知、排出によるお得感が高

く、また、実行評価が規定因となることが示され、一方、ネット型リユースの利用経験が

無い集団は機会評価及び社会規範評価が排出行動意図に強く影響することが示された。 

説明変数

年齢 0.016 * -0.030 **

車所有、日頃運転 0.242 . -0.297 * -0.261 .

車所有、たまに運転 0.311 . -0.314

車所有、運転しない -0.367

(e-リユース)現在利用 0.515 * -0.994 *** 0.427 1.837 ***

(e-リユース)過去利用 0.457 . -0.812 ** 0.832 ** 0.629 .

(e-リユース)閲覧頻度 0.098 ** -0.179 ***

(e-リユース)出品経験 0.114 * -0.129 * -0.201 *** 0.468 ***

(e-リユース)TV情報 0.432 **

(e-リユース)書籍情報 0.383 . -0.541 * 0.359

(e-リユース)利用端末 -0.257 . 0.403 ** -0.231 -0.406 *

物理的劣化 -0.121 * -0.131 . 0.118

好みではなくなった -0.309 *** -0.160 * -0.164 **

似合わなかった -0.143 * 0.154 *

流行おくれ -0.244 ***

サイズ違い 0.247 ***

intercept 0.900 -0.801 -0.239 -1.359

Residual deviance 1858.4 1619 1530 1158.8

AIC 1781 1649 1550 1178

NOTE: *p < .05; **p < .01; ***p < .001.

model1 model4model3model2

偏回帰係数

手放す=1

退蔵=0

廃棄処分=1

廃棄処分しない=0

リユースショップ=1

下取りに出さない=0

ネット型リユース=1

出品しない=0

表 1 不要衣服の廃棄行動選択要因に関する 

ロジット分析の結果 
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また、手間などの行動によって損なわ

れる便益評価（図 2 を参照）は行動意図

への統計的有意な規定因ではない結果と

なった。これらのことから標準化係数の

大きかった説明変数に着目すると、現在

リユースを行っている集団には、衣服を

有効活用しないことのもったいなさや多

様なリユース手段の周知を行い、他方、

ネット型リユースでの利用経験が無い集

団には、目標意図を高めるよりも、機会

評価や社会規範評価をより高める、つま

り身近にリユースできる機会があること

や排出した不要衣服を買いたい人がいる

ということを周知することで古着排出行

動を効果的に促進することができると考

えられる。 

ネット型リユースの利用経験の有無に

よる古着購入行動モデルの分析結果を図

4 に示す（数値の表記法は図３と同様）。

古着の購入では、衣服を有効活用すると

いう環境配慮の目標意図が古着購入行動

意図に影響を与えない結果となった。つ

まり、古着の購入行動は排出行動と異な

って、環境意識の啓発やもったいない意

識への働きかけでは行動意図を促進する

ことにつながらないことが示されてい

る。古着購入の行動意図を規定する因子

は２つの集団で概ね同様であるが、ネッ

ト側リユースの利用経験がある集団では

機会評価、利用経験の無い集団では古着

価値評価がより大きな規定因となること

が示された。 

したがって、古着購入促進のために

は、古着の購入機会の認知や古着の着

こなしに対する抵抗感の低減（実行評

価の向上）、特にネット型リユースの利

用経験が無い人に向けては新品にはない古着の魅力に着目した施策がより重要となると考

えられる。 
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図 3 古着排出行動モデル 

（各数値のスラッシュの前の値がネット型リ

ユース利用経験ありの回答者の値、スラッシュ

の後の値が同利用経験なしの回答者の値） 

図 4 古着購入行動モデル 

（各数値のスラッシュの前の値がネット型リ

ユース利用経験ありの回答者の値、スラッシュ

の後の値が同利用経験なしの回答者の値） 


